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【研究の名称】 

新潟県糸魚川市に分布する曹長岩の起源とひすい輝石岩の成因関係の検討 

【背景と目的】 

糸魚川産ひすい輝石岩の形成過程については、「曹長石から石英と共にひすい輝石

が形成された」「熱水からひすい輝石が析出した」などの説が報告されている。現在

は熱水からの析出が通説となっている。しかし、糸魚川産ヒスイ輝石岩内には方沸

石＋ひすい輝石の組み合わせが報告されているが、NaAlSiO₄-SiO₂-H₂O系においてこ

れら２鉱物と熱水(H₂O流体）は共存できないため、熱水起源説では熱力学的な説明

が難しい。また、ひすい輝石岩の中には曹長岩の周縁部に生じたものが報告されて

いるが、そのような産状を熱水からの沈殿で説明するのは難しい。このことから、

糸魚川産ひすい輝石岩が曹長石岩を母材とした何らかの化学反応で形成された可能

性を再検討する必要がある。また，仮に曹長岩がひすい輝石の母材と特定されたと

しても、曹長岩自体の起源を明らかにしなければ、ひすい輝石岩の成因を解明した

ことにはならない。 

昨年度に行った研究では、ひすい輝石と曹長石が互いに変化しあっていると見ら

れる組織を発見した。また、曹長岩内で見られたジルコンから、U-Pb年代として494

±3 Ma、微量元素測定からジルコンが火成岩由来であるという可能性を見出した。

これらの結果を踏まえて、今年度はひすい輝石岩の巨岩の中でどのように鉱物が分

布するかを調査し、引き続きひすい輝石岩の成因を再検討した。 

【研究内容】 

昨年からの野外調査の結果を踏まえ、地質図を作成した。調査地域では、蛇紋岩

メランジが低角断層を介して堆積岩からなる姫川コンプレックスに載っていると考

えられる。また、蛇紋岩メランジと姫川コンプレックスの境界断層は緩く褶曲して

いると考えられる。昨年から曹長岩の記載が増えたが、山之坊コスモクロア露頭付

近から横川周辺に曹長岩が分布している点は変わらなかった。また、横川の蛇紋岩

露頭の内部で、ブロックと見られる岩石（トーナル岩と見られる）を確認した。 

上記の横川の岩石についてサンプルを採取し、岩石の外側から内側にかけて観察

した。主に石英や斜長石からなる白い岩石で、内側と外側で大きな粒度差は見られ

なかった。また、同じ外側の岩石であっても、場所によって斜長石の有無の差があ

るなど、不均質な特徴が見られた。 



また、フォッサマグナミュージアム所蔵の橋立地域産ひすい輝石岩について、巨

岩や破片の粒度変化や薄片の様子の変化を観察した。緑泥石のリンド（外側の皮状

の部分）がついた破片については、リンドから離れるほどひすい輝石の割合が減り、

曹長石が多く見られるようになっていた。一方で、巨岩から直接採取したサンプル

については、リンドの近くから粒度が粗粒→粉っぽい細粒→細粒と変化していた。

曹長石はひすい輝石と比較して粗粒な傾向にあるため、このサンプルについては外

側に曹長石が多い可能性がある。 

【研究のまとめ】 

今回観察したトーナル岩、ひすい輝石岩について、ともに不均質な成分分布であ

ることが考えられる。仮説では岩石の内側ほど曹長岩が多くシリカ成分に富むと考

えていたが、巨岩全体でそのような傾向にならないことが考えられる。同心円状の

成分分布ではなく、より複雑な分布をしている可能性がある。 

今後について、同じ岩石の中でさらに観察を進め、岩石全体で共通していえる傾

向を探していきたい、蛇紋岩メランジのブロックの岩石どうしで共通する傾向を見

つけることができれば、メランジ内での成分移動について考察を深めることができ

ると期待している。これによって，糸魚川のひすいや曹長岩の成因について、より

深く、根拠を持って再検討することに繋げていきたい。その研究によって、糸魚川

のひすいを楽しむ文化をより盛り上げていけたらと考えている。 
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